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４
月
18
日
、
松
本

安
弘
新
郷
都
市
計
画

ま
ち
づ
く
り
協
議
会

会
長
、
大
場
茂
樹
新

堀
町
会
長
、
清
水
健

二
峯
町
会
長
、
飯
塚

孝
行
市
議
会
議
員
は
、

奥
ノ
木
信
夫
市
長
に
、

市
長
室
で
「
新
郷
多

目
的
遊
水
地
」
の
要

望
書
を
提
出
し
ま
し

た
。

　
「
地
元
の
地
権
者
の

協
力
で
、
同
遊
水
地

は
、
自
然
環
境
の
再

生
や
、
人
々
の
安
全

と
潤
い
の
あ
る
生
活

環
境
を
提
供
す
る
な

ど
様
々
な
機
能
を
持

ち
な
が
ら
川
口
市
に

よ
り
、
新
郷
東
部
公

園
と
し
て
整
備
さ
れ

市
民
の
憩
い
の
場
所

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
遊
水
地
を
更

に
自
然
環
境
と
市
民

の
安
心
安
全
な
癒
し

の
場
と
整
備
し
児
童

生
徒
の
自
然
学
習
の

学
び
の
場
と
な
り
、
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地
域
交
流
の
場
と
し

て
充
実
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
要
望

し
ま
し
た
。

奥
ノ
木
市
長
は

「
す
べ
て
前
向
き
に
捉

え
ま
す
」
と
微
笑
ま

れ
ま
し
た
。

写
真
上
、
左
か
ら

飯
塚
市
議
、
清
水
さ

ん
、
奥
ノ
木
市
長
、

松
本
さ
ん
、
大
場
さ

ん
。

　
４
月
20
日
、
上
記

４
名
は
、
立
石
泰
広

県
議
に
新
郷
多
目
的

遊
水
地
等
に
関
す
る

要
望
を
現
地
視
察
の

折
に
提
出
し
ま
し
た
。

　
県
・
市
の
担
当
部

署
か
ら
13
名
が
赴
き
、

市
建
設
部
公
園
課
の

大
沼
伸
康
課
長
、
同

河
川
課
酒
井
昇
課
長
、

総
合
治
水
事
務
所
工

務
担
当
吉
田
修
課
長

が
、
質
問
に
対
応
。　

　
立
石
県
議
（
写
真

中
央
）
は
「
新
郷
多

目
的
遊
水
地
は
、
埼

玉
県
の
重
要
な
施
設

で
あ
り
、
自
然
環
境

の
再
生
や
、
人
々
の

安
全
と
潤
い
の
あ
る

生
活
環
境
を
提
供
す

る
な
ど
、
様
々
な
機

能
を
持
ち
な
が
ら
、

川
口
市
に
よ
り
新
郷

東
部
公
園
と
し
て
整

備
さ
れ
、
市
民
・
県

民
の
憩
い
の
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
地
元
の

飯
塚
孝
行
市
議
の
声

掛
け
で
、地
元
の
方
々

よ
り
公
園
や
辰
井
川

等
の
整
備
充
実
に
つ

い
て
の
要
望
書
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

川
口
市
や
埼
玉
県

の
担
当
部
署
の
職
員

と
共
に
、
要
望
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
」

と
コ
メ
ン
ト
を
頂
い

た
。

　
５
月
30
日
、
榛
松

中
学
校
周
辺
道
路
に

「
ゾ
ー
ン
30
プ
ラ
ス
」

の
早
期
設
置
に
向
け

て
現
地
視
察
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
榛
松
中
学

校
会
議
室
に
て
、
永

瀬
秀
樹
県
議
、
前
原

博
孝
市
議
、
関
一
幸

草
加
市
議
、
榛
松
前

町
会
長
、
防
犯
部
長
、

草
加
市
遊
馬
町
会
町

会
長
の
出
席
の
も
と
、

埼
玉
県
警
、
武
南
警

察
署
、
草
加
警
察
署
、

川
口
市
・
草
加
市
の

職
員
総
勢
20
名
が
意

見
交
換
を
行
い
、
現

場
視
察
に
赴
き
ま
し

た
。

　
新
郷
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
通
り
の
南
側

の
榛
松
１
丁
目
か
ら
、

３
丁
目
と
草
加
市
遊

馬
町
は
、
通
勤
時
の

自
動
車
の
抜
け
道
と

な
っ
て
お
り
、
児
童
・

生
徒
の
通
学
時
に
車

が
猛
ス
ピ
ー
ド
で
駆

け
抜
け
て
い
き
、
非

常
に
危
険
な
場
所
。

　
す
で
に
、
令
和
２

年
12
月
に
署
名
を
添

え
て
、
県
へ
設
置
の

要
望
書
を
提
出
し
て

あ
り
、
再
度
の
要
望

と
な
り
ま
し
た
。

　
前
原
市
議
は
「
県

は
、
必
要
性
は
感
じ

て
い
る
様
で
し
た
。

あ
と
は
、
川
口
市
と

草
加
市
の
予
算
措
置

が
問
題
の
よ
う
で
す
。

児
童
・
生
徒
・
市
民

の
安
全
の
た
め
、
早

期
実
現
に
向
け
て
頑

張
ま
り
す
」
と
、
決

意
を
新
た
に
し
て
い

ま
し
た
。

左から前原市議、永瀬県議、関市議



　
新
郷
南
小
学
校（
校

長=

岩
井
正
明
さ
ん
）

は
、
３
年
生
を
対
象

に
投
力
教
室
を
行
っ

た
。

　
指
導
者
は
、
元
プ

ロ
野
球
選
手
、
ヤ
ク

ル
ト
ス
ワ
ロ
ー
ズ
外

野
手
で
引
退
後
、
埼

玉
ヤ
ク
ル
ト
販
売

(

株)

で
、
女
子
中

学
生
硬
式
野
球
ク
ラ

ブ
「
モ
ン
ス
タ
ー
レ

デ
ィ
ー
ス
」
の
監
督
、

９
年
前
よ
り
県
内
の

学
校
で
投
力
教
室
指

寺
山
樹
生
さ
ん
）
の

「
障
が
い
者
雇
用
支
援

い
ち
ご
農
園
」
に
永

瀬
秀
樹
県
議
が
視
察

さ
れ
た
。

看
板
に
は
「
障
が

い
者
の
自
立
支
援
を

目
的
に
い
ち
ご
の
栽

培
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
い
し
い
イ
チ
ゴ
作

り
と
、
笑
顔
あ
ふ
れ

る
世
界
作
り
に
ご
理

解
ご
協
力
頂
け
ま
す

と
幸
い
で
す
」
と
書

か
れ
て
い
る
。

障
が
い
者
が
高
い

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で

働
き
続
け
る
こ
と
が

出
来
る
職
場
、
ま
た

働
く
障
が
い
者
や
、

障
が
い
者
を
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
す
る
管
理
者

の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行

い
、
加
え
て
、
い
ち

ご
の
栽
培
や
障
が
い

者
ケ
ア
の
ア
ド
バ
イ

導
を
行
っ
て
お
ら
れ

る
、
高
仁
秀
治
さ
ん
。

　
ス
タ
ッ
フ
の
森
祐

子
さ
ん
、
飯
田
佳
之

さ
ん
、
木
村
亜
季
さ

ん
が
同
行
。

　
ピ
ン
ポ
ン
玉
・
メ

ン
コ
・
ラ
ケ
ッ
ト
で

の
投
げ
方
、
遠
く
に

力
一
杯
投
げ
る
等
の

コ
ツ
を
各
ク
ラ
ス
ご

と
に
指
導
さ
れ
た
。

る
管
理
者
の
マ
ッ
チ

ン
グ
、
障
が
い
者
雇

用
率
の
達
成
だ
け
で

は
な
く
、SDGs

へ
の

取
り
組
み
に
貢
献
い

た
し
ま
す
」
と
高
倉

さ
ん
。

「
障
が
い
の
あ
る

人
が
、
や
り
が
い
を

持
っ
て
、
わ
く
わ
く

し
て
、
働
け
る
農
園

を
つ
く
る
。
そ
の
想

い
か
ら
『
ぷ
ら
う
お

ん
』
を
設
立
し
ま
し

た
。障

が
い
者
も
健
常

者
も
一
緒
に
、
協
力

し
合
っ
て
果
実
を
育

て
る
。『
あ
り
が
と

う
』
が
飛
び
交
い
、

日
々
の
成
長
を
楽
し

む
。
み
ん
な
が
笑
顔

で
収
穫
を
行
う
。
そ

ん
な
日
常
が
繰
り
返

さ
れ
る
農
園
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。
ま

ス
も
行
う
と
い
う
。　

こ
の
イ
チ
ゴ
農
園

は
、
土
や
植
物
を
知

り
尽
く
す
『
株
式
会

社
テ
ラ
ヤ
マ
（
代
表

取
締
役
の
寺
山
樹
生

さ
ん
）』
と
、
障
が

い
者
の
教
育
訓
練
を

行
っ
て
き
た
『
株
式

会
社
ロ
ク
マ
ル
（
代

表
取
締
役
の
高
倉
秀

穂
さ
ん
』
が
培
っ
て

き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
駆

使
し
、
障
が
い
者
雇

用
に
特
化
し
た
施
設

農
業
を
実
現
さ
れ
た
。

「
企
業
と
障
が
い

者
の
み
な
さ
ま
が
安

心
し
て
、
そ
し
て
、

い
き
い
き
と
働
け
る

環
境
を
ご
提
供
い
た

し
ま
す
。

ま
た
、『
い
ち
ご

農
園
』
で
働
く
障
が

い
者
や
、
障
が
い
者

を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す

　
児
童
ら
は
喜
ん
で

一
生
懸
命
取
り
組
ん

で
い
た
。

　
「
子
ど
も
が
ボ
ー
ル

を
投
げ
る
能
力
の
低

下
傾
向
が
続
い
て
い

る
こ
と
か
ら
、
力
を

付
け
る
た
め
に
投
力

指
導
に
地
域
貢
献
を

し
て
い
ま
す
」
と
高

仁
さ
ん
。

ず
は
、
大
人
も
子
供

も
大
好
き
な
『
い
ち

ご
』
を
つ
く
り
ま
す
。

い
ち
ご
で
ノ
ー
マ
ラ

イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
な
社

会
を
築
い
て
い
き
ま

す
」
と
寺
山
さ
ん
。

３
０
０
坪
に
ハ
ウ

ス
５
軒
、
水
や
り
・

肥
料
や
り
等
全
て
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
制

御
で
。紅ほ

っ
ぺ
・
か
お

り
野
等
、
６
種
類
が

お
い
し
い
香
り
を
は

な
っ
て
い
た
。

永
瀬
さ
ん
は
「
都

市
近
郊
の
農
業
を
ど

う
振
興
し
て
い
く
か
、

障
が
い
者
の
皆
様
の

雇
用
を
ど
う
拡
大
し

て
い
く
か
、
こ
の
二

つ
の
難
し
い
課
題
に
、

地
球
に
や
さ
し
い
土

と
緑
の
会
社
、「
テ
ラ

ヤ
マ
」
さ
ん
と
、
人

５
月
11
日
、
安
行

慈
林
に
あ
る
「
ぷ
ら

う
お
ん　
い
ち
ご
農

園
安
行
慈
林
フ
ァ
ー

ム
」（
社
長
＝
高
倉
秀

穂
さ
ん
・
副
社
長
＝

　
川
口
市
議
会
は
６

月
定
例
会
で
議
長
選

挙
を
行
い
、
自
民
党

の
杉
本
佳
代
市
議

（
58
）が
選
出
さ
れ
た
。

　
４
期
目
の
杉
本
市

議
は
、
第
75
代
議
長

に
就
任
さ
れ
た
。

　
議
会
運
営
委
員
会

委
員
長
。
総
務
常
任

前
原
博
孝
さ
ん

（
75
）
は
、
全
国
市
議

会
議
長
会
清
水
富
雄

会
長
よ
り
、「
市
議
会

議
員
と
し
て
15
年
市

政
の
振
興
に
努
め
ら

れ
そ
の
功
績
は
著
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
」

と
６
月
定
例
会
冒
頭

で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
前
原
さ
ん
は
「
地

域
の
方
々
の
ご
支

援
の
賜
物
で
す
。

舎
人
ラ
イ
ナ
ー
も

２
０
３
０
年
の
運
輸

政
策
審
議
会
答
申
に

向
け
て
動
き
始
め
ま

し
た
。
地
域
の
代
表

と
し
て
実
現
で
き
る

よ
う
粉
骨
砕
身
に
し

て
働
き
ま
す
。
今
後

も
ご
支
援
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
」
と
、
喜
び
を
語

ら
れ
た
。

　
前
原
さ
ん
の
他
に
、

次
の
議
員
も
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　
若
谷
正
巳
さ
ん
、

柳
田
力
さ
ん
、
関
裕

通
さ
ん
、
金
子
幸
弘

さ
ん
、
木
岡
た
か
し

さ
ん
。

委
員
会
委
員
長
。
一

般
会
計
及
び
各
種
特

別
会
計
決
算
審
査
特

別
委
員
会
委
員
長
。

企
業
会
計
決
算
審
査

特
別
委
員
会
委
員
長
。

農
業
委
員
会
委
員
。

監
査
委
員
な
ど
歴
任
。

　
杉
本
さ
ん
は　
「
川

口
市
民
の
代
表
で
あ

る
市
議
会
議
長
と
し

て
、
市
民
ニ
ー
ズ
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
、

ま
た
、
川
口
市
の
明

る
い
未
来
の
た
め
に
、

感
謝
と
謙
虚
な
気
持

ち
を
忘
れ
ず
に
精
一

杯
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
。

に
や
さ
し
い
障
が
い

者
の
教
育
訓
練
を
行

う
会
社
、「
ロ
ク
マ
ル
」

さ
ん
が
コ
ラ
ボ
し
て
、

新
し
い
イ
チ
ゴ
の
栽

培
技
術
を
い
か
し
て

解
決
し
て
い
こ
う
と

い
う
未
来
志
向
の
意

欲
的
な
事
業
で
す
ね
。

こ
れ
か
ら
の
展
開
に

大
い
に
期
待
し
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
。



　
私
は
今
75
歳
で
す

が
、
兄
弟
が
２
人
い

て
、
２
人
共
90
歳
に

な
り
ま
す
。

　
住
ま
い
は
遠
方
で

す
。
さ
す
が
に
気
に

な
る
の
で
、
年
に
２

〜
３
度
は
訪
問
し
て
、

２
人
の
様
子
を
伺
っ

て
い
る
の
で
す
が
、

頭
も
ハ
ッ
キ
リ
し
身

体
も
丈
夫
で
元
気
な

の
で
、
心
強
く
思
っ

て
い
ま
す
。

　
な
に
せ
、
私
が
そ

こ
に
到
達
す
る
ま
で
、

ま
だ
15
年
も
あ
る
の

で
、
ま
だ
ま
だ
こ
れ

か
ら
と
い
う
気
に
さ

せ
て
く
れ
ま
す
。

　
以
前
兄
が
、
私
が

70
歳
に
な
っ
た
時
に
、

「
こ
れ
か
ら
花
の
70
代

が
始
ま
る
よ
、
楽
し

め
！
」
と
ア
ド
バ
イ

ス
を
く
れ
ま
し
た
。

　
そ
う
す
る
と
、
私

の
80
歳
代
は
人
生
の

収
穫
の
10
年
に
な
る

か
な
と
思
っ
て
、
今

か
ら
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。　

　
一
方
、「
よ
く
俺
は

や
る
こ
と
も
や
っ
た

し
、
い
つ
お
迎
え
が

来
て
も
い
い
ん
だ
」

と
い
う
人
が
い
ま
す
。

こ
う
い
う
も
の
の
考

え
方
を
す
る
人
は
多

い
と
思
い
ま
す
が
、

超
高
齢
化
に
な
っ
て

も
頭
も
身
体
も
活
き

活
き
し
て
い
る
人
と

は
、
違
う
よ
う
に
思

い
ま
す
。

　
ま
だ
、 

あ
れ
も
こ

れ
も
と
沢
山
知
り
た

い
事
、
や
り
た
い
事

を
抱
え
て
い
て
、
多

少
の
疲
れ
や
痛
み
に

も
め
げ
ず
、
人
生
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。　

　
例
え
ば
若
い
頃
、

仕
事
で
忙
し
く
て
で

き
な
か
っ
た
事
を
、

何
と
か
の
手
習
い
で
、

始
め
る
人
も
い
ま
す
。

そ
う
い
え
ば
、
75
歳

の
私
の
大
学
の
友
人

は
、
今
年
か
ら
数
学

の
教
師
に
な
る
為
に
、

再
び
大
学
に
入
学
し

ま
し
た
。

　
い
い
ぞ
！
で
す
。　

岩
下
歯
科
医
院
（
榛
松
）　

  

院
長　
岩
下　
一
三

川
口
市
へ
寄
贈

さ
れ
た
洋
画
家
、
森

敬
介
さ
ん
（
86
）
の

特
別
企
画
展
「
森
敬

介
の
描
く
風
景
」
が

川
口
市
並
木
元
町
の

ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・

年
生
か
ら
６
年
生
で
、

▽
「
象
の
鼻
」（
作

曲
：
木
村
哲
郎
）
▽

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
「
カ

ノ
ン
」K.231

（
楽

器
の
話
と
児
童
と
共

に
ハ
ン
ド
ベ
ル
共
演
）

▽
音
楽
う
た
物
語

「
よ
だ
か
の
星
」（
原

作
：
宮
澤
賢
治
・

作
曲
：
木
村
哲
郎
）

で
、
全
学
年
が
生

演
奏
を
鑑
賞
し
た
。

　
「
よ
だ
か
の
星
」

は
、
６
月
の
い
じ
め

防
止
強
化
月
間
の
取

組
の
一
つ
と
し
て

等
、
多
様
性
の
共
存

な
ど
の
テ
ー
マ
で
あ

り
、
宮
澤
賢
治
の
強

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
美

し
い
音
楽
に
の
っ
て

高
学
年
の
心
に
届
く

作
品
と
な
っ
て
い
た
。

　
出
演
者
▽
ソ
プ
ラ

ノ
＝
金
刺
美
穂
・
中

馬
美
和
▽
テ
ノ
ー
ル

＝
渡
邊
正
親
▽
ク
ラ

リ
ネ
ッ
ト
＝
大
藤
豪

一
郎
（
代
表
）
▽

フ
ァ
ゴ
ッ
ト
＝
磯
崎

政
徳
▽
ピ
ア
ノ
＝
石

今月の１枚

威風堂々（新潟県出雲崎町）　
ピント写真クラブ　磯野　則行

ん
）
公
演
の
音
楽

鑑
賞
会
を
行
っ
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、

体
育
館
に
て
学
年
ご

と
に
全
６
回
の
公
演

と
な
り
、
５
月
31
日

は
、
１
年
生
か
ら
３

年
生
で
、
▽
手
の
ひ

ら
を
太
陽
に
（
手
話

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）

　

新
郷
東
小
学
校

（
校
長
＝
石
川
庸
子

さ
ん
）
は
開
校
50
周

年
記
念
の
一
端
と
し

て
、
文
化
庁
「
文
化

芸
術
に
よ
る
子
供
育

成
総
合
事
業
〜
芸
術

家
派
遣
事
業
〜
」
で
、

森
の
テ
オ
リ
ア
（
日

本
語
オ
ペ
ラ
・
歌
で

綴
る
音
楽
物
語
・
代

表
＝
大
藤
豪
一
郎
さ

▽
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト「
カ

ノ
ン
」K.231
（
楽

器
の
話
と
児
童
と
共

に
ハ
ン
ド
ベ
ル
共

演
）
▽
オ
ペ
ラ
「
か

し
こ
い
ち
び
の
仕

立
て
屋
さ
ん
」（
原

作
：
グ
リ
ム
童
話
・

作
曲
：
木
村
哲
郎
）。

　
６
月
１
日
は
、
４

川
菜
緒
▽
芸
術
監
督

＝
木
村
哲
郎
▽
美

術
＝
古
口
幹
夫
▽

衣
裳
＝
柳
瀬
夏
海
。

　
ソ
プ
ラ
ノ
の
金
刺

美
穂
さ
ん
は
、
同
学

校
の
卒
業
生
で
す
。

　
写
真
左
か
ら
、
滝

嶋
三
枝
子
教
諭
、
石

川
さ
ん
、
中
馬
さ
ん
、

磯
崎
さ
ん
、
金
刺
さ

ん
、
渡
辺
さ
ん
、
大

藤
さ
ん
、
石
川
校
長
。

ア
ト
リ
ア
で
開
催
さ

れ
て
い
る
。

森
さ
ん
は
、
川
口

市
の
代
表
的
産
業
の

鋳
物
を
支
え
て
こ
ら

れ
た
（
株
式
会
社
モ

リ
チ
ュ
ウ
）
経
営
者

で
あ
り
、
洋
画
家
と

し
て
も
活
躍
さ
れ
て

い
る
。ヨー

ロ
ッ
パ
諸
国

等
現
地
に
赴
き
、
自

然
に
囲
ま
れ
な
が
ら

心
に
残
っ
た
風
景
や

人
と
の
出
会
い
を
感

じ
る
臨
場
感
の
あ
る

作
品
を
描
い
て
い
る

23
点
。
更
に
森
さ
ん

が
所
属
す
る
一
水
会

の
５
名
の
作
品
。

ま
た
、
川
口
の
鋳

物
産
業
を
支
え
て
き

た
老
歩
企
業
の
歴
史

や
製
品
も
紹
介
さ
れ

て
い
る
。
19
日
ま
で
。

写
真
左
か
ら
、
新

藤
義
孝
衆
議
院
議
員

の 

菊
地
博
秘
書
、
森

さ
ん
、
新
郷
の
文
化

を
考
え
る
会
照
山
悦

子
会
長
、
永
瀬
秀
樹

県
議
。



　
捻
挫
と
脱
臼
は
、

ど
う
違
う
の
か
と
聞

か
れ
ま
し
た
。

　
脱
臼
は
、
間
接
部

に
強
い
衝
撃
が
加
わ

る
と
関
節
の
可
動
範

囲
を
超
え
る
動
き
を

し
て
骨
ど
う
し
が
、

は
ず
れ
て
正
し
い
位

置
か
ら
ず
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
状
態
を
脱
臼
と
言

い
ま
す
。

　
「
捻
挫
」
と
は
、
文

字
通
り
「
捻
じ
り
・

挫
く
（
ね
じ
り
・
く

じ
く
）」
事
を
言
い
ま

す
。
脱
臼
と
同
様
に
、

骨
と
骨
を
繋
ぐ
関
節

の
可
動
範
囲
を
超
え

る
衝
撃
で
起
こ
り
、

関
節
を
包
む
関
節
包

や
関
節
を
補
強
す
る

靭
帯
等
の
関
節
周
囲

の
軟
部
組
織
の
損
傷

で
す
。　

　
多
く
は
損
傷
に
連

動
し
て
、
患
部
に
熱 （296）

感
や
腫
脹
、
痛
み
な

ど
の
炎
症
症
状
が
伴

い
ま
す
。

　
ギ
ッ
ク
リ
腰
や
、

む
ち
打
ち
症
な
ど
は
、

腰
椎
・
頸
椎
捻
挫
を

起
こ
し
た
状
態
で
す
。

　
捻
挫
治
療
は
、
炎

症
症
状
が
お
さ
ま
り
、

損
傷
し
た
組
織
が
十

分
回
復
し
、
関
節
を

補
強
の
筋
力
が
つ
く

ま
で
注
意
が
必
要
で

す
。

　
保
険
薬
剤
師

  　
　
中
山　
久
仁
夫

　
梅
雨
の
季
節
と
な

り
紫
陽
花
が
見
頃
を

迎
え
て
い
ま
す
。

　
癒
さ
れ
ま
す
ね
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
傾
向
が
下
火
に

な
り
つ
つ
で
す
が
、

４
回
目
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
も
？

　
次
号
は
７
月
20
日
（
水
）

発
行
で
す
。

赤
井
町
会
（
町
会

長
＝
関
根
和
雄
さ
ん
）

は
、４
月
24
日
町
会
々

館
に
お
い
て
通
常
総

会
を
開
催
し
た
。

　
来
賓
に
、
立
石
泰

広
県
議
、
永
瀬
秀
樹

県
議
、
幡
野
茂
市
議
、

前
原
博
孝
市
議
、
飯

塚
孝
行
市
議
が
列
席

さ
れ
た
。

始
め
に
長
年
に
わ

た
り
町
会
に
貢
献
し

た
各
地
区
４
名
に
感

謝
状
贈
呈
。

令
和
３
年
度
事
業

報
告
・
会
計
及
び
監

査
報
告
な
ど
満
場
一

致
で
承
認
さ
れ
た
。

次
い
で
、
今
年
度

の
新
規
役
員
紹
介
、

役
員
規
約
改
正
及
び

承
認
。
事
業
計
画
、

歳
入
歳
出
予
算
な
ど

承
認
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
昨
年

度
の
町
会
内
実
施
事

項
報
告
で
は
、
４
月

に
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

ホ
ー
ル
手
狭
の
対
応
・

子
供
会
や
老
人
会
等

の
会
員
増
・
災
害
時

の
避
難
場
所
の
確
保

の
た
め
、
会
館
ホ
ー

ル
増
設
建
設
委
員
会

が
設
立
し
た
こ
と
を

報
告
し
た
。

「
無
事
に
総
会
を

終
え
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
会
員
の
皆

様
方
の
御
協
力
と
ご

理
解
ご
指
導
の
賜
物

と
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

今
後
も
、
赤
井
町

会
を
良
く
す
る
う
え

で
会
員
の
皆
様
方
の

ご
要
望
を
お
聞
き
し

て
ま
い
り
ま
す
。
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
」
と
関

根
町
会
長
。

写
真
提
供
同
町
会

　
新
郷
南
小
学
校（
校

長
＝
岩
井
正
明
さ
ん
）

は
、
８
年
前
か
ら
３

つ
の
砂
場
の
一
つ
を

田
ん
ぼ
に
変
え
米
作

り
を
行
っ
て
い
る
。　

　
６
月
２
日
、
５
年

生
が
田
植
え
に
挑
ん

だ
。
苗
は
JA
さ
い
た

ま
農
業
協
同
組
合
新

郷
支
店
よ
り
寄
贈
さ

れ
た
。
田
ん
ぼ
の
土

は
鳩
ケ
谷
で
農
家
を

営
む
、
比
留
間
家
21

代
目
の
広
幸
さ
ん
の

提
供
で
、
当
日
の
指

導
も
さ
れ
た
。

　
比
留
間
さ
ん
は「
田

植
え
は
、
や
り
直
し

が
出
来
な
い
こ
と
。

田
ん
ぼ
で
の
歩
き
方

や
植
え
方
、
米
の
由

来
は
八
十
八
ぐ
ら
い

手
間
を
か
け
て
出
来

る
こ
と
か
ら
漢
字
が

う
ま
れ
た
。
１
摘
み

３
〜
４
株
を
植
え
る

事
、
貴
重
な
体
験
を

味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
」

等
と
話
さ
れ
た
。

　
子
ど
も
達
は
真
剣

に
取
り
組
ん
で
い
た
。

　
写
真
右
は
指
導
さ

れ
る
比
留
間
さ
ん
。

と
、
板
橋
智
之
前
埼

玉
県
議
会
議
員
へ
、

「
見
沼
代
用
水
と
平
行

に
な
る
よ
う
な
、
観

音
橋
付
近
に
横
断
歩

道
を
設
置
し
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
の
要

望
書
を
提
出
し
た
。

５
月
12
日
、
板
橋

さ
ん
、
飯
塚
孝
行
市

議
、
道
路
建
設
課
、

交
通
安
全
対
策
課
、

武
南
警
察
署
、
県
警

本
部
が
現
地
に
赴
き

視
察
さ
れ
た
。

町
会
か
ら
は
、
町

会
役
員
や
赤
寿
会
関

係
者
40
人
ほ
ど
参
加

し
状
況
を
説
明
し
た
。

こ
の
道
路
は
、
川

口
駅
か
ら
サ
ン
テ
ピ

ア
終
点
の
路
線
バ
ス
、

県
立
川
口
特
別
支
援

学
校
と
わ
か
ゆ
り
学

園
の
送
迎
バ
ス
で
、

１
日
往
復
１
２
０
台

余
り
が
通
る
道
路
。

板
橋
さ
ん
は
「
飯

塚
市
議
を
通
じ
て
、

要
望
書
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
私
が
現
職

の
県
議
時
代
よ
り
お

世
話
に
な
っ
て
い
た

経
緯
も
あ
り
、
今
回

も
県
警
に
横
断
歩
道

を
設
置
し
て
頂
く
べ

く
働
き
か
け
を
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

県
警
関
係
者
や
市

役
所
の
道
路
管
理
者

と
調
整
を
図
り
な
が

ら
、
１
日
も
早
く
安

全
対
策
を
講
じ
て
も

ら
い
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
」
と
コ
メ
ン

ト
さ
れ
た
。

赤
井
町
会
の
関
根

和
雄
町
会
長
と
同
町

会
敬
老
会
（
赤
寿
会
）

の
相
馬
晃
重
会
長
は
、

奥
ノ
木
信
夫
市
長
宛

　
次
号
７
月
号
に
、の

「
暑
中
見
舞
い
」
名

刺
広
告
の
お
願
い

で
す
。

　

個
人
・
会
社
・

各
団
体・各
グ
ル
ー

プ
様
な
ど
、
応
援

を
頂
け
る
と
有
難

い
で
す
。

　
要
項
は
新
年
の

名
刺
広
告
と
同
様

で
す
。
お
電
話
お

待
ち
し
て
い
ま
す　
　

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
の
中
で
経

済
に
大
変
影
響
を

被
っ
て
い
る
中
で

心
苦
し
い
お
願
い

で
す
が
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

電
０
４
８
（
２
８
４
）

５
７
７
９　
新
郷
新
聞
社

◇
特
選
牛
ヒ
レ

　
　
　
　
ス
テ
ー
キ
コ
ー
ス

◇
米
国
産
サ
ー
ロ
イ
ン

　
　
ス
テ
ー
キ
和
風
仕
立
て

◇
埼
玉
県
産
香
豚
の
厚
切
り　

　
　
　
オ
イ
ス
タ
ー
ソ
ー
ス

◇
海
老
と
夏
野
菜
の　
　

　
ソ
テ
ィ
ー
プ
ロ
バ
ン
ス
風

◇
初
夏
か
ら
夏
の
味
覚

　
コ
ー
ス
等
。

問
＝
下
記
広
告
参
照
。


